
返還・譲渡の促進に係る取組みについて

広島県健康福祉局食品生活衛生課

資料２



犬猫の返還の状況

⇒

・ 犬猫の返還数は増加している。



犬猫の譲渡及び団体譲渡の状況

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

0 3 7 9 12 17

譲渡数（計） 151 147 219 256 192 461

うち団体譲渡数 0 1 43 120 74 332

団体譲渡割合（％） 0 1 20 47 39 72

譲渡数（計） 33 22 39 54 53 110

うち団体譲渡数 0 0 0 10 19 75

団体譲渡割合（％） 0 0 0 19 36 68

譲渡数（計） 184 169 258 310 245 571

うち団体譲渡数 0 1 43 130 93 407

団体譲渡割合（％） 0 1 17 42 38 71
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⇒

・ 犬猫の譲渡数は増加している。平成22年度から団体譲渡数

が増えており，年々団体譲渡の占める割合が増加している。

犬猫の譲渡及び団体譲渡の状況



問題点等問題点等問題点等問題点等

１ 県動物愛護センターに収容される多くは返還できず譲渡も難し

い野良犬・野良猫である。

２ 年々団体譲渡の割合が高くなっており，動物愛護団体との連

携を拡充する必要がある。

３ 動物愛護センターにおいては，返還・譲渡数は増加しているが，

迷い犬・迷い猫や譲渡用の犬猫を収容する施設が不足している。

４ 譲渡制度の周知や所有者明示（鑑札・名札，マイクロチップ）

の推進などの啓発の効果が十分に表れていない。

5

返還・譲渡の問題点等



飼主不明の犬猫の引取りの割合

（平成24年度）

全国 76 ％

広島県広島県広島県広島県 88888888 ％％％％

⇒

・広島県は飼主不明の犬猫の引取りの割合が高く，飼

主不明のうちのほとんどが野良犬・野良猫である。

※ 広島県：県管轄のみ

１ 野良犬・野良猫について



野良犬・野良猫の問題点と対策

• 飼主がいないため返還できない。

• 人に馴れないものがほとんどであり，譲渡す

ることが難しい。

• 終生飼養？

• 団体譲渡？

• 致死処分？

⇒



動物愛護センターに収容する犬猫全頭を終生飼養する場合の経費

犬猫別犬猫別犬猫別犬猫別 最初最初最初最初のののの1111年間年間年間年間 10101010年後年後年後年後

犬

78,852千円

（78,852円×1,000頭 ）

788,520千円

（78,852円×10,000頭）

猫

101,928千円

（50,964円×2,000頭 ）

1,019,280千円

（50,964円×20,000頭）

犬猫計 180,780千円 1,807,800千円

【全頭終生飼養の年間経費】

犬猫別犬猫別犬猫別犬猫別 1111かかかか月支出総額月支出総額月支出総額月支出総額（（（（円円円円）））） 1111年支出総額年支出総額年支出総額年支出総額（（（（円円円円））））

犬1頭飼育者（ｎ=705） ６，５７１ ７８，８５２

猫1頭飼育者（ｎ=362） ４，２４７ ５０，９６４

【犬猫の飼育に必要な経費】

10年 （犬14歳，猫15歳から推定）

【収容後の生存年数】

※ （一社）ペットフード協会調べ
※ （一社）ペットフード協会調べ

※1（Ｈ25処分数1,309頭から推定）
※1※2

※2（Ｈ25処分数2,374頭から推定）



野良犬・野良猫の団体譲渡の実施について①

動物愛護センター 飼育希望者

飼育希望者動物愛護団体動物愛護センター②②②②

①①①①

個人譲渡

団体譲渡



野良犬・野良猫の団体譲渡の実施について②

飼育希望者
動物愛護団体動物愛護センター②②②②

人に馴れない野良犬・野良猫を団体に譲渡すると

・団体から飼育希望者への譲渡が困難となる。

・団体施設での飼養頭数が増大する。

・動物愛護センターから団体への譲渡ができなくなる。

⇒

・ 継続的・効率的に譲渡を実施するためには，人に馴れない野良犬・

野良猫を団体へ譲渡することについては慎重に検討する必要がある。

・ 団体側の理解も必要である。



・ 引き続き団体登録施設へ積極的に譲渡する（譲渡数

の伸びは，団体譲渡によるところが大きいため ）。

・ 継続的・効率的に譲渡を実施するためには，野良犬・

野良猫の団体への譲渡は慎重に検討する必要があ

る。団体側の理解も必要である。

・ 定期的に話し合いの場を設けるなど動物愛護団体と

の連携を強化する。

２ 動物愛護団体との連携の拡充



３ 犬猫の収容施設の状況

（広島県動物愛護センター）



収容施設の課題

・ 収容動物を個別収容する構造になって

おらず，感染症予防が困難である。

・ 譲渡用動物及び迷い犬・迷い猫を収容

する場所が不足している。

返還・譲渡の促進には迷い犬・迷い猫や譲渡用犬猫を収

容する施設を確保する必要がある。

（広島県動物愛護センター）



譲渡制度のさらなる周知

・・・・ ホームページホームページホームページホームページにににに掲載掲載掲載掲載

・ 広報誌に掲載

⇒

・さらなる周知のため，県民にわかりやすいポスター・リーフレット

を専門業者の意見を参考にして作成する。

【現在の取組】

４ 返還・譲渡の啓発の強化



ホームページの譲渡情報の充実

⇒

・ホームページをさら

に充実させる。



ホームページの迷い犬猫情報の充実

⇒

・所有者明示（鑑札・名札，マイクロ

チップ）の啓発を強化する。

・ホームページをさらに充実させる。


